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一懇

〓
躙

富

県

地

区

山
麓
台
地
の
農
村

高
速
か
ら
河
南
を
通
っ
て
、
桜
井

・
貝
沼

・
北
福
地

・
南
福
地
と
伊
那
山
地

の
山
麓
を
通
り
、
火
山
峠

（
八
五
三
）
越
え
の
高
速
道
の
道
筋
に
集
落
が
点
在

す
る
。
こ
れ
ら
の
部
落
は
、
伊
那
山
地
や
山
麓
の
議
水
が
飲
料
水
と
し
て
澤
い

ら
れ
、
山
際
に
畑
地
を
持
ち
、
下
部
に
水
田
耕
作
を
す
る
農
村
で
あ
る
。
点
在

す
る
集
落
は
散
村
形
式
で
あ
る
。
湧
水
の
豊
か
な
上
中
島

，
大
問
は
小
さ
な
集

村
形
態
を
成
し
て
い
る
。

桜
井

・
貝
沼
の
集
落
は
春
富
井
筋

（
伝
兵
衛
堰
）
に
よ
っ
て
新

田
開
発
さ

れ
、
井
筋
に
沿
う
集
落
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
水
同
地
帯
に
分
か
れ
て
い
る
。
井

筋
に
沿
う
桜
井
は
列
状
集
落
で
、
井
筋
を
利
用
し
た
水
場
を
持
ち
、
屋
敷
林
の

あ
る
民
家
も
残
っ
て
い
る
。
北
福
地

。
南
福
地
の
集
落
は
、
山
麓
台
地
の
特
徴

を
持
ち
、
小
さ
な
一屋
状
地
に
畑
と
水
田
の
混
交
す
る
散
村
で
あ
る
。

一
一

谷

間

の

村

高
烏
谷
山

（
一
三
二
一
）
の
北
東
斜
面
と
、
三
界
山

（
一
二
九
六
）
の
西
斜

面
及
び
新
山
峠
の
東
西
南
の
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
斜
面
山
腹
谷
間
の
集
落
新

山
地
区
は
、
三
峰
川
に
注
ぐ
小
松
川
・
新
山
川
に
向
か
っ
て
、
東
西
の
斜
画
と

北
へ
の
斜
面
の
約
五

・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
、
枝
状
に
開
か
れ
た
畑
地
と
水
饉

を
持
つ
山
村
で
あ
る
。

場
広
の
約

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
最
高
位
に
、
北
林
の
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

部
落
ま
で
、
南
北
に
長
く
統
く
枝
状
谷
間
の
経
藤
に
、
期
地
と
水
円
を
持
つ
散

村
集
落
で
あ
る
。

谷
間
の
斜
爾
が
生
産
基
盤
で
あ
る
が
、
平
燎
一地
の
不
足
か
ら
機
関
の
田
畑
で

農
業
基
盤
条
件
は
悪
い
。
し
か
し
、
挙
家
離
村
も
な
く
、
昭
和
四
十
年
の
世
帯

数
二
三
二
が
昭
和
五
十
六
年
で
は
二
一
二
と
漸
減
し
て
い
る
。
人
口
は
、
畷
和

四
十
年
の
一
、
〇
五
三
が
昭
和
三
十
六
年
に
は
八
六
五
と
減
少
し
、
該
家
族
化

と
共
に
若
年
労
働
者
の
他
地
区
へ
の
移
住
も
あ
っ
て
、
や
や
過
疎
化
の
傾
向
を

示
し
て
い
る
。

最
近
、
新
伊
那
．コ
ル
フ
場
の
建
設
に
よ
る
観
光
が
、
地
元
民
に
期
待
を
持
た

せ
て
い
る
。

〓
一　
拓
け
行
く
台
地

昭
和
三
十
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
三
峰
川
総
合
開
発
に
お
け
る
土
地
改
良
事
業

は
、
貝
沼
井
幹
線

・
福
地
井
幹
線
を
灌
漑
の
動
脈
と
し
て
、
貝
沼
票
を
中
心
に

北
福
地
・
南
福
地
の
耕
地
を

一
変
し
た
。
か
つ
て
の
畑
地
・
桑
園
は
水
日
と
な

り
、
熾
作
も
作
物
栽
培
に
変
化
が
現
れ
る
な
ど
、
台
地
の
様
相
が
変
わ
っ
た
。

議:
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「富県地区」(伊那市史 現代編、伊那市史刊行会、1982.11、 国立国会図書館)
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寄
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一　
山
裾
の
村
々

伊
那
山
地
の
西
山
裾
に
笠
原
の
村
落
が
あ
る
。
河
岸
段
丘
上
の
小
扇
状
地
が

山
裾
に
樹
枝
状
に
入
り
、
低
い
台
地
に
集
落
が
点
在
す
る
集
村
で
あ
る
。

集
落
の
周
辺
は
台
地
状
で
畑
を
持
ち
、
樹
枝
状
に
入
っ
た
谷
間
は
水
田
を
作

り
、
台
地
の
下
は
水
田
地
帯
が
広
が
る
農
村
集
落
で
あ
る
。

古
く
か
ら
笠
原
の
堤
に
代
表
さ
れ
る
八
か
所
の
溜
池
を
持
ち
、
沢
水
を
利
用

し
た
滋
漑
用
灘
水
溜
池
で
、
水
田
が
密
集
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。

集
落
は
古
く
、
家
の
構
造
も
、
中
間
の
あ
る
家
、
人
母
屋
造
り

の
大
き
な

抜
、
屋
敷
林
、
か
や
ぶ
き
屋
根
等
の
古
い
形
体
を
残
し
て
い
る
家
も
多
い
。

一
一　
旧
道
沿
い
の
村

々

杖
突
街
道
の
通
る
〓
峰
川
第
二
段
丘
上
の
集
落
は
、
中
県

・
上
原

・
横
町

・

南
割
等
街
道
に
沿

っ
て
列
状
集
落
の
衡
村
を
成
し
て
い
る
。
旧
街
道
の
残
る
下

県

。
中
県
は
街
道
沿
い
に
用
水
が
流
れ
、
古
い
察
並
も
所
々
残
り
、
街
道
に
面

し
た
南
側
の
家
の
構
造
に
は
特
徴
が
あ
る
。
生
垣
を
め
ぐ
ら
し
、
表
が
裏
陶
的

詳
蒲
研
ざ
計
さ
罰
ゞ
（
■
。
醍
奇
藤
ヽ
絆
０
琳
繋
り
針
こ
ざ
己
′
ま
難

・
ヨ
耐
♯
り
（
味
や
ラ
燎
↓
う
ｙ
ｓ
熙
）
。
画
け
巨
か
区
畔
轡
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貝
沼
の
東
票

・
西
原

・
下
中
島
な
ど
は
、
道
路
整
備
に
伴
っ
て
台
地
の
中
心
的
　
　
　
　
広
い
耕
地
を
持
つ
こ
の
台
地
が
、
土
地
利
用
と
活
用
を
含
め
て
生
産
性
向
上

な
集
落
の
姿
を
持
つ
集
村
に
変
わ
り
、
世
帯
数
も
漸
増
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
の
拓
け
行
く
台
地
と
な
っ
て
き
た
。

第
四
節

美

篤

地

区

で
、
南
側
の
日
当
た
り
を
利
用
し
た
構
造
に
な

っ
て
い
る
。

横
町

。
南
割
は
道
略
政
修
に
よ
り
古
い
家
は
少
な
く
な
り
、
道
路
沿
い
に
は

新
し
い
住
宅
地
と
し
て
の
集
落
に
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。

二
一　

下
段
沖
積

地

の
村

々

三
峰
川
氾
濫
原
の
沖
穣
地
に
広
が
る
集
落
は
、
書
い
集
落
は
集
村
形
態
を
持

ち
、
低
位
段
丘
面
の
自
然
埋
防
上
に
集
落
を
作
っ
て
い
る
。
新
し
い
鮫
は
散
村

的
で
農
業
経
営
上
の
利
点
を
生
か
し
て
い
る
。

集
落
の
周
辺
は
畑
地
で
抜
庭
菜
機
的
で
あ
り
、
屋
敷
林
を
持
つ
家
が
多
い
。

策
の
構
造
も
大
き
く
、
広
い
作
業
用
の
庭
を
残
す
家
も
あ
る
農
村
焦
落

で
あ

ス，
。三
峰
川
氾
濫
原
の
鵬
沃
な
土
壌
と
、
豊
か
な
水
が
、
水
鶴
耕
作
に
適
し
、
し

ば
し
ば
あ
っ
た
三
峰
川
の
海
激
も
、
堤
防
の
完
織
に
よ
っ
て
不
安
減
少
な
く
、

ま
い
集
藩
の
生
活
共
同
体
と
し
て
の
形
態
が
残
る
地
域
で
あ
る
。
市
街
地
に
近

く
、
道
略
整
機
が
行
わ
れ
る
と
住
宅
地
と
し
て
も
適
す
こ
と
か
ら
、
本
田
地
に

住
宅
が
簸
っ
ょ
う
に
な
っ
て
、
部
落
の
様
相
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。


